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日本外壁防水材工業会(NBK)および外壁防水施工団体協議会(GSK)の長年に
わたる活動により、「外壁用塗膜防水材による改修」が標準的な改修仕様とし
て認められ、公共建築改修工事標準仕様書(建築工事編) 令和4年版 4章外壁改
修工事に掲載されています。
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外壁用塗膜防水材の必要性とメリット

鉄筋コンクリート構造物の劣化原因の一つに水分があり、雨水は様々な劣化を引き起
こします。特に、世界の中でも降水量が多い我が国においては、雨水を外壁に接触させ
ない「水分遮断」が建物を保護するためのキーポイントであると言えます。外壁用塗膜
防水材は、雨水以外に中性化や塩害の原因となる炭酸ガス、塩化物イオンや酸素の遮断
性にも優れていることおよびひび割れ部での伸縮繰り返し挙動に対しても破断すること
なく追従するため、建物の長寿命化には最適であると考えています。さらに、長持ちす
ることから計画的なメンテナンスが可能となります。
近年、建物の長寿命化への取組みが活発化しています。さらに、気候変動による台風

の大型化やゲリラ豪雨の頻発化により、外壁への雨水の接触機会が急増しています。こ
のような中で、建物を長期にわたり保護する外壁用塗膜防水材の必要性は今後ますます
増えていくものと考えます。

外壁改修工事における外壁用塗膜防水材の優位性

 防水性および躯体保護機能に優れ、耐久性の高いアクリルゴム系防水材を使用します。
 施工方法は、建築用仕上塗材と同じです。
 ひび割れ部(0.2～2.0mm)の処理には、施工が簡易かつ経済的な下地挙動緩衝材を塗布し
ます(特記)。
本方法は、従来のUカットシール材充填工法の代替工法として適用できるものであり、
Uカット時の騒音、粉塵の発生や含有石綿の飛散がないこと、工期が短縮できること、
施工後経年での痩せがなく長年にわたり美観を維持できるなどのメリットがあります。

 砂壁状(リシン)、じゅらく状等の和風な仕上げとすることも可能です。
 シーリング面にかぶせて施工するため、シーリング材の劣化を防止することができます。
 増塗りなどにより確実に塗膜厚を確保することで、防水性および躯体保護機能を発揮し
ます。

 施工品質を確保するために施工者を限定した責任施工体制で行う場合やその結果として
防水保証書を発行することができます。
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https://www.mlit.go.jp/gobuild/gobuild_tk6_000074.html
国土交通省ウェブサイトからの引用・抜粋

公共建築改修工事標準仕様書(建築工事編) 令和4年版 からの抜粋

(P.80-81)

(P.129-132)
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【下地挙動緩衝材について】

下地挙動緩衝材は、下地のひび割れ部を処理する目的で使用される材料で、塗膜防水材のひび

割れ追従性を向上させることができる有効な材料です。

日本外壁防水材工業会では、下地挙動緩衝材の品質として、NBKS-002:2022 「外壁用塗膜防

水工法に使用する下地挙動緩衝材の品質基準」を定めています。

下地挙動緩衝材の所要量は、塗膜厚さが0.25mm以上となるように、製造所が開示している固

形部および硬化物比重から計算する必要があります。所要量は、以下に示す式により求めること

ができます。

所要量(kg/m2) = 塗膜厚さ(mm) × 100 ／固形分(%) ×硬化物比重


